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通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 
連結、個別とも平成 18年 11 月 24 日の中間決算発表時に公表いたしました平成 19年 3 月期（自 平成

18 年 4 月 1 日 至 平成 19 年 3 月 31 日）の通期業績予想（以下「前回発表予想」）を下記のとおり修正

いたします。 

 

１．平成 19年 3月期 通期連結業績予想数値の修正（自 平成 18年 4月 1日 至 平成19 年 3月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 97,200 6,400 3,500 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 96,810 5,920 3,090 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △ 390 △ 480 △ 410 

増 減 率（％） △ 0.4 △ 7.5 △ 11.7 

（ご参考） 

前 期 実 績 

（平成 18 年 3月期） 

93,832 6,308 3,414 

前 期 比 増 減 率（％） 3.2 △ 6.2 △ 9.5 

 

２．平成 19年 3月期  通期個別業績予想数値の修正（自 平成 18年 4月 1日 至 平成19 年 3月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 82,900 4,900 2,800 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 82,570 4,250 2,490 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △ 330 △ 650 △ 310 

増 減 率（％） △ 0.4 △ 13.3 △ 11.1 

（ご参考） 

前 期 実 績 

（平成 18 年 3月期） 

80,888 5,866 3,540 

前 期 比 増 減 率（％） 2.1 △ 27.6 △ 29.7 

 

３．上記修正の理由は以下のとおりであります。 

 

(1)売上高について 

当平成 19 年 3 月期につきましては、当社グループ主力製品の窯業系外壁材（以下「外壁材」）業界

全体の出荷数量は、当上半期は天候不順を主因として、マーケットである戸建・低層アパートの新設

着工戸数の復調に比し回復が遅れましたが、当下半期は同着工戸数の前年比プラス基調を背景に回復

が本格化いたしましたことから、売上高は連結、個別ともに前期比増収となる見込みであります。し

かしながら、前回発表予想対比での売上高は、住宅機材や繊維板は好調に推移し前回発表予想を上回

るものの、主力製品の外壁材が、高付加価値商品を中心とする高級品の販売構成比率のアップが想定

通り進まず、前回発表予想を下回ることから、連結、個別ともに微減となる見込みであります。 



(2)損益について 

前期に不振でありました一部の生産子会社の業績は前回発表予想を上回る改善を達成するなど、生

産面は順調に推移いたしましたものの、上記のとおり主力製品の外壁材の売上高が前回発表予想比未

達となることに加えて、製品保証費や販売諸経費などの一般管理販売費が前回発表予想を上回ること

から、経常利益は前回発表予想を下回る見込みであります。 

また、当社及び一部の連結子会社は将来の製品保証費用の支払に備えるため、従来より製品保証引

当金を計上しておりますが、より財務の健全化と期間損益計算の適正化を図るべく、将来の製品保証

費用の発生見込額を見積る方法を見直したことなどにより、過年度に販売した製品に係る製品保証引

当金繰入額を、連結で 775百万円、個別で 275百万円、それぞれ特別損失に計上いたしました。 
以上の結果、当期純利益は、連結、個別ともに前回発表予想を下回る見込みであります。 
なお、期末配当金につきましては、前回発表予想のとおり 1株につき普通配当 9円、これに創立 50

周年記念配当 4 円を加えまして合計 13円を予定しております。 
以  上 


